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【 石破首相、金融市場の評価は驚きの「低くない」 】 
 
周知のように、三連休の中日である 7 月 20 日に参院選が行われる。そして、メディアを中心に伝えられる
各種世論調査などを参考にすれば、参院選において自公の現連立与党が「過半数（50議席）」を獲得する
ことは「微妙な情勢」になっているという。 
－－となると、石破首相の命運もいよいよ尽きることになりそうだが、果たして金融市場的にはいったいど
ういった評価になるのだろう。実は驚くことに、データ的には「それほど悪い首相」ではなかったとの結論に
なるようだ。 
 
◎為替は紆余曲折経たのち、誕生時上回るレベルで推移 
 
昨年実施された衆院選で「大敗」。通常ならば、ここで首相交代論が出ても不思議はなかったが、石破首
相はなんとか切り抜けた。 
しかし、先日実施された「国政選挙に準ずる」と言われる都議会選でやはり「大敗」を喫しトータル 2 連敗。
いよいよ土俵際まで押し込まれている感を否めない。さらには弱り目に祟り目、起死回生の支持率回復を
狙った日米関税交渉も不発に終わると、結局「25％の関税」を呑まざるを得ないことに。20 日に実施され
る参院選との絡みで言えば、自民党の支持率をさらに低下させる要因がまたひとつ増えたとさえ言ってよ
い。 
 
いずれにしろ、筆者が取材のなかで誰に聞いても、もはや支持率回復の名案はなく、もはや「座して死を
待つばかり」－－といった様相にあるもよう。 
そして石破氏の去就についても、「すでに衆院選と都議選で『ツーアウト』。参院選に負けたら『スリーアウ
ト』になる。野球でなくとも完全に終わり」（元衆議院議員）となりそう。得意の「ネバネバ論法」の賜物か、こ
れまではギリギリのところで持ちこたえたが、さすがに「三度目の正直」で、ようやく石破政権に終止符が
打たれる可能性が高い。 
 
さて、そんな石破政権を継ぐ格好で誕生するのは、いったいどんな政権なのか。まだわからないことだらけ
のなか、以下では一足早い石破政権の総括をしておきたいと思う。 
 
第 102 代、そして 103 代にあたる石破茂内
閣は昨年 10 月 1 日に誕生し、ここまで 9 ヵ
月強続いている。具体的な在任日数はト
ータル 282 日（8 日現在）だ。（右表参照） 
1 年にも満たず短いといえばもちろん短い
が、それでも細川護熙氏（263 日）や、鳩山
由紀夫氏（266 日）の在任期間を上回って
おり、就任当初懸念されていた「歴代最短
政権」－－などという不名誉なレッテル張
りは回避された。 
 
しかし、興味深いことに、石破首相が就任
後、外交や内政で具体的に果たしてどん
な成果を成し遂げたりしたのか、調べてみ
てもとくにはない。 
 
実際、自民党が 6 月末に発表した「石破政
権の主な実績」という国民向けの宣伝ビラ
を見ても、「米の価格高騰対策」、「高校の
授業料無償化を実現」、「103 万円の壁の
見直し」－－という 3 点に触れられている



 
のみ。 
無理矢理絞り出したようなショボい内容のものが多いうえ、根本的な話をするならば前述した 3 つのうち
「高校」と「103 万円の壁」は日本維新の会や国民民主党の提案に自民党が乗った結果であり、自身の
「手柄」と胸を張って言えるものなのだろうか。個人的には甚だ疑問に思う。 
 
とは言え、視点を金融市場。マーケットから考えてみると、実は石破政権の「成績」は決して悪くない。ドル
/円相場は就任時の 143 円半ばから 158 円台までを上げたのち、140 円割れまで値を下げるも再びドル
買いが優勢となり、足もとはおおむね 145-147 円。つまり、政権の誕生時をわずかに上回るレベルで推移
している。これは、株価（日経平均）もほぼ同様で、今年 3 月には 30800 円レベルを付け「3 万円割れ」も
危惧されたが、そこからＶの字型の回復で、足もとは 4 万円台回復局面も観測されていた。 
歴代で見た場合、「（金融市場的）名宰相」－－とまで言うには、さすがに言い過ぎなのだが、一応及第点
ぐらいは与えられると言えそうだ。 
 
ただし、不思議なことに筆者が、複数の金融市場関係者に尋ねても、石破政権の延命を望む人はほとん
どおらず、むしろ交代を期待する声の方が圧倒的。そして、幸か不幸かそのタイミングが刻一刻と近づき
つつある気がしてならない。（了） 
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